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1 はじめに
機械翻訳サービスを用い専門知識といった高度な情

報を他国の人々に共有しようとする際，現在の翻訳精

度では伝達の失敗リスクが付きまとってしまう．それ

を克服するために本研究では，機械翻訳サービスを用

いた専門知識伝達の効果に注目し，学習者の理解度評

価方法と効果的な伝達方法の提案を行う．機械翻訳を

用い情報伝達を行う研究には，山下ら [1]の対話におけ

る参照方法に注目したものがあるが，本研究の専門知

識伝達では事前に共有されている情報がなく，情報環

境の非対称性を想定している点で [1]と異なっている．

2 提案
2.1 提案概要

本研究では，機械翻訳を用いた知識伝達の効果の評

価方法として，専門知識伝達サービス上での授業を通

し専門知識を学習者に教え，内容に関する課題に答え

てもらいそれを理解度の評価対象として評価・分析する

という手法を提案する．実験の被験者は，専門知識を

教える教示者か，それを学ぶ学習者に割り当てる．こ

の際，各実験の教示者は日本人 1名とし，学習者は日

本人か中国人から成る 3名の集団とする．

2.2 実験システム

本研究で実装した専門知識伝達サービスは，多言語

チャットシステムに専門用語コーパスやメモ機能といっ

た，知識伝達と学習を行うために必要だと考えられる

機能を追加したものである．ここでインターフェース

を図 1に示す．システムのインターフェースは４つの

パートに分かれており，画面左が専門用語コーパス部，

中央が多言語チャット部，画面右上が教示者専用でビ

デオにより専門知識を学ぶ部分，右下が各自でメモを

記述し表示させる部分である．実験で扱う専門知識は

「日本酒の造り方」とし，専門用語コーパスはそれに対
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応させた物である．予め検索が予想される専門用語 20

個を抽出し，多言語に対応した辞書を作成した．

図 1: 実装システムのスクリーンショット

2.3 実験内容

実験は教示者 1名と学習者 3名の計 4名で行う．ま

ず教示者に，学習者に教える内容である「日本酒の造

り方」を予め学んでもらう．それが終了したら，学習

者を参加させシステムを用い授業を行う．授業後、学

習者に授業で学んだ「日本酒の造り方」に関し，基礎

的な知識の理解度調査として工程の並び替え問題に答

えてもらう．並び替え問題とは，日本酒造りの一つ一

つの工程の名称と写真をプリントしたカードを，順番

が正しくなるよう並び替えをさせるというものである．

その後，学習者のみでグループワークに取り組んでも

らう．ワークの課題は「日本酒の造り方を，それを知ら

ない第三者になるべく詳細に教えるとしたときの説明

文をグループで一つ作成せよ．」というものである．こ

のアウトプットとなる説明文も理解度評価，また教示

による伝達効果の評価対象とする．このグループワー

クは知識共有の場にもなっており，終了後に再び並び

替え問題に回答してもらう．最後に記述式の問題とア

ンケートに答えてもらい実験は終了となる．

この手順で，3名の学習者を中国人のみで行う実験

と日本人のみで行う実験，また中国人 2名に日本人 1

名を混在させた 3種類の実験を各 4回ずつ行った．各

実験パターンで提案する理解度評価方法による結果を

比較，また，それに応じ各実験の会話履歴を用い教示

者の教示方法を分析することで，機械翻訳を用いる際

の効果的な伝達方法の提案を行う．
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3 実験結果と考察
学習者による並び替え問題のパターン別の正答率を

図 2に示す．図より，グループワーク前の正答率につ

いてはばらつきがみられたが，グループワーク後はい

ずれも 80％以上の正答率を示した．特に中国人のみの

場合に，グループワークによる情報共有を行った際の

正答率の向上が高い傾向がみられた．

図 2: 並び替え問題正答率（パターン別）

次に，教示全体に対する学習度，つまり教示者が教

えた知識範囲に対し，学習者がグループでどれほど学

習できているか数値化したものをパターン別の図 3と

実験別の図 4で示す．ここで学習度とは，グループワー

クから得た学習者による説明文を独自の採点基準に基

づいて採点したものと，教示者の授業時の会話履歴を

同基準で採点したものの商で定義される．

パターン別の図 3より，中国人のみのグループより

も日本人 1名が入ることでより詳しく学習できており，

両パターンに差が確認できる（p＜ 0.05）．

図 3: 教示に対する学習度（パターン別）

図 4: 教示に対する学習度（実験別）

ここで，実験別の図 4より，中国人に効果的に教え

ている実験として実験 11，8，12の教示者による教示

履歴を見てみる．図 5は，各実験の教示履歴を抜粋し

たものである．教示の流れとしては主に 2種類あり，実

験 11では全体の流れを紹介後，各工程を詳細に説明

しており，実験 8，12では初めから順に詳しく説明し

ている．共通していることとして，どの発話もシンプ

ルな文章であり，説明が長くなる際は投稿を複数回に

分けていた．また，順接を表すために”次に”や”そ

して”といった接続語ではなく英数字や”→”といっ

た記号を代わりに用い，”～は”や”～とは”といった

表現には”＝”やスペースを用いていた．これに対し，

実験 2，7では接続語や助詞を主に用いていた．数字や

記号が効果的であった理由として，翻訳の影響を受け

ないことや，国際的にそれらの持つ意味がある程度共

有されていることが考えられる．以上のような行動は，

人間の側からの機械翻訳への適応を表す行動だと言え

る．ここで，それらを基に機械翻訳を用いる際の効果

的な伝達方法をレシピとして以下の図 6にまとめた．

図 5: 効果の高い教事例

図 6: 効果的な伝達法レシピ

4 まとめと今後の課題
本研究では，機械翻訳サービスを用い専門知識の伝

達を行う際の学習者の理解度評価モデルを提案した．

その結果より様々な知見が得られた他，評価結果を会

話履歴と共に分析することで機械翻訳を用いる際の効

果的な伝達方法をレシピとして考案するに至った．

今後の課題として，考案した伝達のレシピを実践す

ることにより，実際にどの程度効果を高めることがで

きるか調査をしていく．
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